
(57)【要約】

【課題】　方形状の炉壁を備えた陶芸窯において、左右

両側壁と背壁との接合部の耐久性を向上させ、長期にわ

たって高信頼性を維持できる炉壁の構造を提供すること

を目的とする。

【解決手段】　連結部Ｒにおける両側壁８、１６と背壁

１８との端部が、相対向し焼成室Ｑの内方から外方に傾

斜する斜面状に形成され、背壁１８が両側壁８、１６に

向かってスライドして両側壁８、１６の端部に背壁１８

の両端部が嵌合するように構成され、且つ、両側壁８、

１６と背壁１８の斜面同士が圧着するように背壁１８を

両側壁８、１６に向って付勢するボルト３１を備え、ボ

ルト３１を回転して付勢力を調整できるように構成され

ている。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 左 右 の 両 側 壁 と 該 両 側 壁 に 直 交 す る 背 壁 と を 連 結 し て 方 形 状 の 焼 成 室 を 備 え た 陶 芸 窯 に
お い て 、
　 前 記 連 結 部 に お け る 前 記 両 側 壁 と 前 記 背 壁 と の 端 部 が 、 相 対 向 し 焼 成 室 の 内 方 か ら 外 方
に 傾 斜 す る 斜 面 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 背 壁 が 前 記 両 側 壁 に 向 か っ て ス ラ イ ド し て 前 記 両 側 壁
の 端 部 に 前 記 背 壁 の 両 端 部 が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 且 つ 、 前 記 両 側 壁 と 前 記 背 壁 の 斜 面 同 士 が 圧 着 す る よ う に 前 記 背 壁 を 前 記 両 側 壁 に 向 っ
て 付 勢 す る 付 勢 部 材 を 備 え 、
　 前 記 付 勢 部 材 が 前 記 付 勢 力 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 両 側 壁 の 斜 面 と 前 記 背 壁 の 斜 面 と の 間 に 、 柔 軟 性 を 有 す る 断 熱 材 が 備 え ら れ て い る
、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 断 熱 材 が 、 セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー か ら 成 る ウ ー ル 材 で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 背 壁 が 、 上 下 に 積 み 重 ね ら れ た 複 数 の 煉 瓦 と 、 前 記 複 数 の 煉 瓦 の 外 周 面 に 積 層 さ れ
た 耐 熱 ボ ー ド と に よ っ て 構 成 さ れ 、
　 前 記 付 勢 部 材 が 、 前 記 耐 熱 ボ ー ド を 前 記 両 側 壁 に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い
る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 付 勢 部 材 が 、
　 軸 方 向 が 前 記 耐 熱 ボ ー ド の 外 面 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 梁 部 材 と 、
　 当 該 陶 芸 窯 の 本 体 に 羅 合 し て 支 持 さ れ 、 そ の 先 端 が 前 記 梁 部 材 に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら
れ た 複 数 の ボ ル ト と 、
　 を 備 え
　 前 記 ボ ル ト を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 梁 部 材 を 前 記 背 壁 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 陶 芸 作 品 を 焼 成 す る 陶 芸 窯 に お け る 炉 壁 の 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 焼 成 室 を 備 え た 焼 成 炉 に お い て 、 焼 成 室 の 周 壁 が 、 複 数 の 耐 熱 煉 瓦 を モ ル タ ー ル
を 介 し て 積 み 重 ね 、 接 着 し て 構 成 さ れ た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。 ま
た 、 こ の 焼 成 炉 に お い て 、 焼 成 室 が 方 形 状 に 構 成 さ れ て 、 周 壁 を 構 成 す る 両 側 壁 と 背 壁 の
互 い の 端 部 が モ ル タ ー ル で 接 着 さ れ て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 陶 芸 窯 は 、 陶 芸 作 品 の 素 焼 き 、 本 焼 き 、 上 絵 素 焼 き 等 の 各 種 の 焼 成 に 用 い ら れ
、 焼 成 炉 を 構 成 す る 炉 壁 に 繰 り 返 し 熱 負 荷 を 受 け る の で 、 炉 壁 に は 熱 負 荷 に 対 す る 耐 久 性
が 要 求 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ３ ０ ５ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ ６ ７ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － １ ４ ７ ７ ７ ２ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 側 壁 と 背 壁 と を モ ル タ ル を 用 い て 接 着 し て 方 形 状 の 炉 壁 を 形 成 し た 陶 芸
窯 に よ れ ば 、 陶 芸 作 品 の 焼 成 に 伴 う 熱 負 荷 に よ っ て 、 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 を 損 な う 虞 が あ
り 、 さ ら に 改 善 の 余 地 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 つ ま り 、 従 来 の 陶 芸 窯 は 、 特 に 方 形 状 に 形 成 さ れ た 焼 成 炉 に お い て 、 焼 成 に 伴 っ て 炉 壁
を 構 成 す る 煉 瓦 に 熱 膨 張 や 熱 収 縮 が 繰 り 返 さ れ て 、 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 部 に 剥 離 、 亀 裂 、
間 隙 等 の 損 傷 が 生 じ る 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 方 形 状 の 炉 壁 を 備 え た 陶 芸 窯 に お い て 、 左 右 両 側 壁 と 背 壁 と の 接 合
部 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ 、 長 期 に わ た っ て 高 信 頼 性 を 維 持 で き る 炉 壁 の 構 造 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か か る 目 的 を 達 成 す る た め に な さ れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 左 右 の 両 側 壁 と 該 両 側
壁 に 直 交 す る 背 壁 と を 連 結 し て 方 形 状 の 焼 成 室 を 備 え た 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 に お い て 、 前
記 連 結 部 に お け る 前 記 両 側 壁 と 前 記 背 壁 と の 端 部 が 、 相 対 向 し 焼 成 室 の 内 方 か ら 外 方 に 傾
斜 す る 斜 面 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 背 壁 が 前 記 両 側 壁 に 向 か っ て ス ラ イ ド し て 前 記 両 側 壁 の 端
部 に 前 記 背 壁 の 両 端 部 が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ 、 且 つ 、 前 記 両 側 壁 と 前 記 背 壁 の 斜 面 同
士 が 圧 着 す る よ う に 前 記 背 壁 を 前 記 両 側 壁 に 向 っ て 付 勢 す る 付 勢 部 材 を 備 え 、 前 記 付 勢 部
材 が 前 記 付 勢 力 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 連 結 部 に お け る 両 側 壁 と 背 壁 と の 端 部
が 、 相 対 向 し 焼 成 室 の 内 方 か ら 外 方 に 傾 斜 す る 斜 面 状 に 形 成 さ れ 、 背 壁 が 両 側 壁 に 向 か っ
て ス ラ イ ド し て 両 側 壁 の 端 部 に 背 壁 の 両 端 部 が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ 、 且 つ 、 両 側 壁 と
背 壁 の 斜 面 同 士 が 圧 着 す る よ う に 背 壁 を 両 側 壁 に 向 っ て 付 勢 す る 付 勢 部 材 を 備 え 、 付 勢 部
材 が 付 勢 力 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 左 右 両 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 部 の 耐 久
性 を 向 上 さ せ 、 長 期 に わ た っ て 高 信 頼 性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 つ ま り 、 請 求 項 １ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 背 壁 を 両 側 壁 に 向 っ て 付 勢 す
る 付 勢 力 を 調 整 で き る の で 、 両 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 部 に 剥 離 、 亀 裂 、 間 隙 等 の 損 傷 が 生 じ
る こ と が な い よ う に 付 勢 力 を 調 整 し 、 接 合 部 の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。 ま た 、 請 求 項 １ に 記
載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 繰 り 返 し て 熱 負 荷 を 受 け る こ と に よ っ て 両 側 壁 と 背 壁
と の 接 合 部 に 熱 膨 張 及 び 収 縮 が 発 生 し て も 、 付 勢 部 材 の 付 勢 力 を 調 整 し て 接 合 部 の 間 隙 や
損 傷 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記
両 側 壁 の 斜 面 と 前 記 背 壁 の 斜 面 と の 間 に 柔 軟 性 を 有 す る 断 熱 材 が 備 え る こ と に よ り 、 両 側
壁 と 背 壁 と の 接 合 部 の 密 閉 度 を 向 上 で き る と と も に 機 械 的 応 力 を 緩 和 で き 、 長 期 に わ た っ
て 接 合 部 及 び 炉 壁 の 耐 久 性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記
断 熱 材 を セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー か ら 成 る ウ ー ル 材 で 構 成 す る こ と に よ り 、 接 合 部 に お け る
耐 熱 性 及 び 断 熱 性 を 良 好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 請 求 項 ４ に 記 載
の 発 明 の よ う に 、 前 記 背 壁 が 、 上 下 に 積 み 重 ね ら れ た 複 数 の 煉 瓦 と 、 前 記 複 数 の 煉 瓦 の 外
周 面 に 積 層 さ れ た 耐 熱 ボ ー ド と に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 付 勢 部 材 が 、 前 記 耐 熱 ボ ー ド を 前
記 両 側 壁 に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 付 勢 部 材 に よ っ て 直 接 煉
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瓦 を 付 勢 す る よ り も 、 付 勢 部 材 に よ っ て 煉 瓦 に 加 え ら れ る 局 部 的 な 応 力 を 緩 和 で き て 、 炉
壁 の 耐 久 性 を 良 好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記
付 勢 部 材 が 、 軸 方 向 が 前 記 耐 熱 ボ ー ド の 外 面 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 梁 部 材 と 、 当 該 陶 芸 窯 の
本 体 に 羅 合 し て 支 持 さ れ 、 そ の 先 端 が 前 記 梁 部 材 に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 複 数 の ボ ル
ト と を 備 え 前 記 ボ ル ト を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 梁 部 材 を 前 記 背 壁 に 付 勢 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 背 壁 を 両 側 壁 に 向 か っ て 付 勢 で き 、 そ の 付 勢 力 を 自 在 に 調
整 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 連 結 部 に お け る 両 側 壁 と 背 壁 と の 端 部 が 、 焼 成 室 の 内
方 か ら 外 方 に 向 か っ て 広 が る 斜 面 を 成 し て 構 成 さ れ 、 背 壁 が 両 側 壁 に 向 か っ て ス ラ イ ド 自
在 に 支 持 さ れ 、 両 側 壁 と 背 壁 の 斜 面 同 士 が 当 接 す る よ う に 、 背 壁 を 両 側 壁 に 向 っ て 付 勢 す
る 付 勢 部 材 を 備 え 、 付 勢 部 材 が 付 勢 力 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 両 側 壁 と
背 壁 と の 接 合 部 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ 、 長 期 に わ た っ て 高 信 頼 性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 つ ま り 、 本 発 明 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 背 壁 を 前 記 両 側 壁 に 向 っ て 付 勢 す る 付 勢 力 を
調 整 で き る の で 、 両 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 部 に 剥 離 、 亀 裂 、 間 隙 等 の 損 傷 が 生 じ る こ と が な
い よ う に 付 勢 力 を 調 整 し 、 接 合 部 の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の
構 造 は 、 、 繰 り 返 し て 熱 負 荷 を 受 け る こ と に よ っ て 両 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 部 に 熱 膨 張 及 び
収 縮 が 発 生 し て も 、 付 勢 部 材 の 付 勢 力 を 調 整 し て 接 合 部 の 間 隙 や 損 傷 の 発 生 を 低 減 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 両 側 壁 の 斜 面 と 背 壁 の 斜 面 と の 間 に 柔 軟 性 を 有
す る 断 熱 材 が 備 え る こ と に よ り 、 両 側 壁 と 背 壁 と の 接 合 部 に お け る 密 閉 度 を 向 上 で き る と
と も に 機 械 的 応 力 を 緩 和 で き 、 長 期 に わ た っ て 接 合 部 及 び 炉 壁 の 耐 久 性 を 維 持 で き る 。 ま
た 、 こ の 際 、 断 熱 材 を セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー か ら 成 る ウ ー ル 材 で 構 成 す る こ と に よ り 、 接
合 部 に お け る 断 熱 性 及 び 耐 熱 性 を 良 好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 背 壁 が 、 上 下 に 積 み 重 ね ら れ た 複 数 の 煉 瓦 と 、
複 数 の 煉 瓦 の 外 周 面 に 積 層 さ れ た 耐 熱 ボ ー ド と に よ っ て 構 成 さ れ 、 付 勢 部 材 が 、 耐 熱 ボ ー
ド を 両 側 壁 に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 付 勢 部 材 に よ っ て 直 接
煉 瓦 を 付 勢 す る よ り も 、 付 勢 部 材 に よ っ て 煉 瓦 に 加 え ら れ る 局 部 的 な 応 力 を 緩 和 で き て 、
炉 壁 の 耐 久 性 を 良 好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 陶 芸 窯 の 炉 壁 の 構 造 は 、 付 勢 部 材 が 、 軸 方 向 が 耐 熱 ボ ー ド の 外 面 に 沿 っ
て 配 設 さ れ た 梁 部 材 と 、 当 該 陶 芸 窯 の 本 体 に 羅 合 し て 支 持 さ れ 、 そ の 先 端 が 梁 部 材 に 対 向
す る 位 置 に 設 け ら れ た 複 数 の ボ ル ト と を 備 え ボ ル ト を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 梁 部 材 を
前 記 背 壁 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 背 壁 を 両 側 壁 に 向 か っ て 付 勢 で き
、 そ の 付 勢 力 を 自 在 に 調 整 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 陶 芸 用 電 気 窯 の 一 実 施 例 を 図 面 に も と づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明
の 一 実 施 例 の 陶 芸 窯 の 扉 の 構 造 が 適 用 さ れ た 陶 芸 用 電 気 窯 の 正 面 図 、 図 ２ は 、 同 実 施 例 の
陶 芸 用 電 気 窯 の 右 側 面 図 、 図 ３ は 、 図 １ 中 の Ｘ － Ｘ 断 面 図 、 図 ４ は 、 同 実 施 例 の 陶 芸 用 電
気 窯 の 左 側 面 図 、 図 ５ は 、 同 実 施 例 の 陶 芸 用 電 気 窯 に お け る 背 面 方 向 か ら 外 装 部 材 を 外 し
て 表 し た 背 面 図 、 図 ６ は 、 図 ５ 中 の Ｙ － Ｙ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に 表 し た よ う に 、 陶 芸 用 電 気 窯 １ は 、 正 面 側 方 を 開 口 し て 方 形 状 に 形 成 さ れ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-192516 A 2007.8.2



た 焼 成 炉 ２ 、 焼 成 炉 ２ の 側 部 に 開 閉 自 在 に 装 着 さ れ た 横 扉 （ 本 発 明 に お け る 扉 で あ る 。 ）
３ 、 横 扉 ３ 内 に 収 納 さ れ て 焼 成 炉 ２ 内 の 温 度 を 制 御 す る 温 度 制 御 装 置 ４ 、 焼 成 炉 ２ を 床 面
に 支 持 す る 脚 体 ５ 、 ガ ス 抜 き 孔 ９ 、 焼 成 炉 ２ 内 に 還 元 ガ ス を 噴 射 す る バ ー ナ 装 置 ５ ０ 等 を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 焼 成 炉 ２ は 、 そ の 外 周 に 沿 っ て 格 子 状 に 組 ま れ た 支 柱 ２ ４ に よ っ て 支 持 さ れ 、 耐 熱 ボ ー
ド ２ ２ 、 ２ ３ が 、 間 隙 Ｓ を 介 し て 、 外 装 部 材 ２ ７ 、 ２ ８ 、 ２ ９ 、 ３ ０ に よ り 覆 わ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 表 し た よ う に 、 陶 芸 用 電 気 窯 １ は 、 焼 成 炉 ２ 内 に 温 度 制 御 装 置 ４ を 介 し て
通 電 さ れ 、 発 熱 し て 焼 成 炉 ２ 内 を 加 熱 す る 電 気 ヒ ー タ ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ を 備 え て い る 。 電
気 ヒ ー タ ６ ａ 、 ６ ｂ 、 ６ ｃ は 、 ア ル ム ニ ウ ム と ク ロ ム の 合 金 線 （ パ イ ロ マ ッ ク ス ） を 螺 旋
状 に 巻 い て 形 成 さ れ 、 電 気 ヒ ー タ ６ ａ が 焼 成 炉 ２ の 側 壁 ８ 、 １ ６ に 沿 っ て 配 設 さ れ 、 電 気
ヒ ー タ ６ ｂ が 焼 成 炉 ２ の 底 壁 に 沿 っ て 配 設 さ れ 、 電 気 ヒ ー タ ６ ｃ が 横 扉 ３ の 内 壁 に 沿 っ て
配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ 、 図 ４ に 表 し た よ う に 、 外 装 部 材 ２ ７ 、 ２ ８ に は 、 複 数 の 通 気 孔 ２ ７ ｇ 、 ２ ８ ｇ 等
が 形 成 さ れ 、 外 装 部 材 ２ ９ 、 ３ ０ に も 図 示 さ れ な い 通 気 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２
に 表 し た よ う に 、 右 側 壁 側 に お け る 間 隙 Ｓ 内 に は 温 度 制 御 装 置 ４ を 作 動 さ せ る た め の 電 気
回 路 部 品 ３ ２ が 収 納 さ れ 、 電 気 回 路 部 品 ３ ２ が 、 ケ ー ブ ル ３ ３ を 介 し て 、 温 度 制 御 装 置 ４
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 表 し た よ う に 、 横 扉 ３ は 、 一 端 が 、 焼 成 炉 ２ に 固 定 さ れ た 上 下 二 つ の 軸 受 け １ ０
、 １ １ に 、 支 軸 ７ を 介 し て 図 ３ 中 Ｒ 方 向 に 揺 動 自 在 に 係 合 し 、 他 端 側 に は 、 オ ペ レ ー タ が
扉 ３ を 開 閉 す る 際 に 把 持 す る 取 手 （ 図 １ 中 の 符 号 １ ２ ） が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 １ に 表 し た よ う に 、 横 扉 ３ は 、 焼 成 炉 ２ の 開 口 部 を 閉 鎖 す る 際 に 、 ハ ン ド ル １
３ 、 １ ４ に よ っ て 、 そ の ロ ッ ク 及 び 解 除 が 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 詳 し く は 、 横
扉 ３ は 、 ハ ン ド ル １ ３ 、 １ ４ が 支 軸 １ ５ に 揺 動 自 在 （ 図 ３ の Ｕ 方 向 に 揺 動 す る 。 ） に 係 合
し て お り 、 オ ペ レ ー タ が 、 焼 成 炉 ２ の 開 口 部 の 閉 鎖 位 置 に お い て 、 ハ ン ド ル １ ３ 、 １ ４ を
支 軸 １ ５ を 支 点 に し て 前 方 向 に 揺 動 さ せ 、 横 扉 ３ か ら 突 出 し た 係 止 片 （ 図 ４ 中 の 符 号 ２ ０
） に ハ ン ド ル １ ３ 、 １ ４ を 係 合 さ せ る こ と に よ り ロ ッ ク さ れ 、 一 方 、 ハ ン ド ル １ ３ 、 １ ４
を 後 方 向 に 揺 動 さ せ る こ と に よ り 、 ロ ッ ク が 解 除 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 図 ３ に 表 し た よ う に 、 横 扉 ３ は 、 厚 み 方 向 の 内 方 に 位 置 す る 第 一 の 扉 ３ Ａ と 外 方
に 位 置 す る 第 二 の 扉 ３ Ｂ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 第 一 の 扉 ３ Ｂ の 内 壁 に 沿 っ て 電 気 ヒ ー タ ６
ｃ が 装 着 さ れ る と 共 に 、 第 二 の 扉 ３ Ｂ に 温 度 制 御 装 置 ４ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 の 扉 ３ Ａ は 、 圧 延 鋼 板 か ら な る 金 属 枠 １ ７ 内 に 、 耐 熱 ボ ー ド ３ ７ 、 ３ ８ が 積 層 さ れ
、 且 つ 、 耐 熱 ボ ー ド ３ ７ を 介 し て 焼 成 炉 ２ 側 に 、 耐 火 煉 瓦 ４ ０ が 積 層 さ れ 、 耐 火 煉 瓦 ４ ０
に 形 成 し た 溝 に 沿 っ て 電 熱 ヒ ー タ ６ ｃ が 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 電 熱 ヒ ー タ ６ ｃ は 、
ケ ー ブ ル を 介 し て 前 述 の 電 気 回 路 部 品 （ 図 ２ 中 の 符 号 ３ ２ ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 二 の 扉 ３ Ｂ が 第 一 の 扉 ３ Ａ の 外 面 を 覆 う よ う に 箱 形 に 形 成 さ れ て 、 温 度 制 御 装
置 ４ が 、 第 二 の 扉 ３ Ｂ 内 に 収 納 さ れ て そ の 操 作 部 （ 図 １ 中 の 符 号 ４ ａ ） が 第 二 の 扉 ３ Ｂ の
表 面 か ら 突 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 二 の 扉 ３ Ｂ の 底 壁 及 び 上 壁 に は 、 複 数
の 通 気 孔 ３ ｇ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 温 度 制 御 装 置 ４ は 、 取 り 付 け 金 具 及 び ボ ル ト に よ っ て 第 二 の 扉 ３ Ｂ に 着 脱 自 在 に 固 定 さ
れ て い る 。 温 度 制 御 装 置 ４ は 、 回 路 基 板 が 内 蔵 さ れ て 表 面 に は 操 作 部 ４ ａ が 設 け ら れ 、 操
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作 部 ４ ａ に は 、 各 工 程 の 温 度 を 設 定 す る た め の 温 度 設 定 キ ー 、 各 工 程 の 時 間 設 定 キ ー 、 ス
タ ー ト ／ ス ト ッ プ キ ー 等 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 第 一 の 扉 ３ Ａ 及 び 第 二 の 扉 ３ Ｂ は 、 夫 々 の 一 端 が 焼 成 炉 ２ に 支 持 さ れ た 共 通 の 支
軸 ７ を 介 し て 、 焼 成 炉 ２ に 回 動 自 在 に 係 合 し 、 一 端 を 支 点 に 他 端 側 が 開 放 で き る よ う に 構
成 さ れ て い る 。 詳 し く は 、 第 一 の 扉 ３ Ａ の 一 端 が 、 第 一 の 扉 ３ Ａ に 固 定 さ れ た 金 具 ３ ｂ 、
３ ｃ 、 ３ ｄ を 介 し て 支 軸 ７ に 係 合 し 、 第 二 の 扉 ３ Ｂ の 一 端 が 、 第 二 の 扉 ３ Ｂ に 固 定 さ れ た
金 具 ３ ｅ 、 ３ ｆ を 介 し て 支 軸 ７ に 回 動 自 在 に 係 合 し 、 支 軸 ７ が 焼 成 炉 ２ に 固 定 さ れ た 軸 受
け １ ０ 、 １ １ に 回 動 自 在 に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 第 一 の 扉 ３ Ａ 及 び 第 二 の 扉 ３ Ｂ は 、 夫 々 の 他 端 が 互 い に ボ ル ト ５ ３ を 介 し て 着 脱
自 在 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 焼 成 炉 ２ は 、 炉 壁 が 左 右 の 両 側 壁 ８ 、 １ ６ と 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 直 交 す る 背 壁 １ ８
と を 備 え 、 側 壁 ８ 、 １ ６ の 端 部 と 背 壁 １ ８ の 端 部 と が 連 結 部 Ｒ で 連 結 さ れ て 、 方 形 状 の 焼
成 室 Ｑ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 側 壁 ８ 、 １ ６ 及 び 背 壁 １ ８ は 、 上 下 に 積 み 重 ね ら れ 複 数 の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ ～ ２ １
ｇ と 耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ ～ ２ １ ｇ の 外 面 を 二 重 に 覆 う 耐 熱 ボ ー ド ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｃ 、 ２ ３ ａ ～ ２
３ ｃ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 側 壁 ８ 、 １ ６ と 背 壁 １ ８ の 連 結 部 Ｒ に お い て 、 側 壁 ８ 、 １ ６ 側
の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ の 端 部 と 背 壁 １ ８ 側 の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ の 端 部 が 相 対 向
し 焼 成 室 Ｑ の 内 方 か ら 外 方 に 傾 斜 す る 斜 面 状 に 形 成 さ れ 、 背 壁 １ ８ が 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向
か っ て ス ラ イ ド し て 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に お け る 耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ の 斜 面 と 背 壁 １ ８ に お け る 耐 火
煉 瓦 の 斜 面 同 士 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ が 圧 着 す る よ う に 、 背 壁 １ ８ 側 の 耐 熱 ボ ー ド ２ ３ ｃ が 複 数
の ボ ル ト ３ １ に よ っ て 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向 か っ て 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 両 側 壁 ８ 、 １ ６ の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ の 端 部 と 背 壁 １ ８ の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ 、
２ １ の 端 部 と の 間 に は ウ ー ル 材 １ ９ が 挿 入 さ れ 、 ウ ー ル 材 １ ９ を 介 し て 両 側 壁 ８ 、 １ ６ の
端 部 と 背 壁 １ ８ の 端 部 が 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ウ ー ル 材 １ ９ は 、 セ ラ ミ ッ ク フ
ァ イ バ ー か ら 成 り 、 柔 軟 性 、 断 熱 性 、 耐 熱 性 を 備 え て い る （ 所 謂 、 ウ ー ル 材 １ ９ は 、 本 発
明 に お け る 柔 軟 性 を 有 す る 断 熱 材 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 ５ 、 図 ６ に 表 し た よ う に 、 陶 芸 窯 １ の 背 面 側 に お い て 、 左 右 両 側 に 支 柱 ２ ４ に
固 定 さ れ た 一 対 の 支 持 壁 ２ ５ 、 ２ ６ と 、 こ の 一 対 の 支 持 壁 ２ ５ 、 ２ ６ の 夫 々 に 固 定 さ れ 、
水 平 方 向 に 対 向 す る よ う に 突 出 す る 一 対 の 支 持 具 ３ ５ 、 ３ ６ と 、 軸 方 向 が 耐 熱 ボ ー ド ２ ３
ｃ の 外 面 に 沿 っ て 水 平 に 配 設 さ れ 、 上 辺 の 折 り 曲 げ 部 ３ ４ ｇ の 内 面 が 支 持 具 ３ ５ 、 ３ ６ に
当 接 し て 支 持 さ れ た 梁 部 材 ３ ４ と 、 支 持 具 ３ ５ 、 ３ ６ に 羅 合 し て そ の 先 端 が 梁 部 材 に ３ ４
対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 梁 部 材 ３ ４ を 付 勢 す る 複 数 の ボ ル ト ３ １ と を 備 え 、 ボ ル ト ３ １
を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 耐 熱 ボ ー ド ２ ３ ｃ を 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向 か っ て 付 勢 で き る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ボ ル ト ３ １ は 、 支 持 具 ３ ５ 、 ３ ６ 、 支 持 壁 ２ ５ 、 ２ ６ を 介 し
て 陶 芸 窯 １ の 本 体 に 羅 合 し て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 梁 部 材 ３ ４ 及 び 支 持 具 ３ ５ 、 ３ ６ は 、 上 下 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 複 数 （ 本 実 施 例 で
は ３ ケ で あ る 。 ） 配 設 さ れ 、 夫 々 に 耐 熱 ボ ー ド ２ ３ ｃ を 付 勢 す る ボ ル ト ３ １ が 備 え ら れ て
い る 。 そ し て 、 ボ ル ト ３ １ を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 梁 部 材 ３ ４ を 背 壁 １ ８ に 付 勢 す る
と と も に 、 そ の 付 勢 力 を 調 整 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ６ に 表 し た よ う に 、
ボ ル ト ３ １ に は 、 支 持 具 ３ ５ 、 ３ ６ を 介 し て 梁 部 材 ３ ４ と は 反 対 側 に ナ ッ ト ３ ９ が 羅 合 し
て お り 、 ナ ッ ト ３ ９ を 支 持 部 材 ３ ５ 、 ３ ６ に 締 め 付 け て ボ ル ト ３ １ の 回 転 を 係 止 で き る よ
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う に 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 本 発 明 の 付 勢 部 材 は 、 ボ ル ト ３ １ 、 梁 部 材 ３ ４ 、 支 持 具 ３ ５ 、
３ ６ 、 ナ ッ ト ３ ９ 等 に よ っ て そ の 機 能 が 発 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 前 記 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 の 作 用 、 効 果 を 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 側 壁 ８ 、 １ ６ と 背 壁 １ ８ の 連 結 部 Ｒ に
お い て 、 側 壁 ８ 、 １ ６ 側 の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ の 端 部 と 背 壁 １ ８ 側 の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ
、 ２ １ ｄ の 端 部 が 相 対 向 し 焼 成 室 Ｑ の 内 方 か ら 外 方 に 傾 斜 す る 斜 面 状 に 形 成 さ れ 、 背 壁 １
８ が 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向 か っ て ス ラ イ ド し て 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ 、
耐 火 煉 瓦 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ と 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ の 斜 面 同 士 が 当 接 す る よ う に 、 背 壁 １
８ を 付 勢 す る ボ ル ト ３ １ を 備 え 、 ボ ル ト ３ １ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 付 勢 力 を 調 整 で き る
よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 両 側 壁 ８ 、 １ ６ と 背 壁 １ ８ と の 接 合 部 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ 、
長 期 に わ た っ て 高 信 頼 性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 つ ま り 、 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 ボ ル ト ３ １ を 介 し て 、 背 壁 １
８ を 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向 か っ て 付 勢 す る 付 勢 力 を 調 整 で き る の で 、 両 側 壁 ８ 、 １ ６ と 背 壁
１ ８ と の 接 合 部 に 剥 離 、 亀 裂 、 間 隙 等 の 損 傷 が 生 じ る こ と が な い よ う に 付 勢 力 を 調 整 し 、
接 合 部 の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。 ま た 、 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 両 側 壁 ８ 、 １ ６ と
背 壁 １ ８ と の 連 結 部 Ｒ （ 接 合 部 で あ る ） に 熱 膨 張 及 び 収 縮 が 発 生 し て も 、 ボ ル ト ３ １ を 回
転 さ せ て 付 勢 力 を 調 整 し 、 連 結 部 Ｒ に お け る 間 隙 や 損 傷 の 発 生 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 両 側 壁 ８ 、 １ ６ の 斜 面 と 背 壁 １
８ の 斜 面 と の 間 に 柔 軟 性 を 有 す る ウ ー ル 材 １ ９ （ 断 熱 材 ） を 備 え て い る の で 、 両 側 壁 ８ 、
１ ６ と 背 壁 １ ８ と の 接 合 部 の 密 閉 度 を 向 上 で き る と と も に 機 械 的 応 力 を 緩 和 で き 、 長 期 に
わ た っ て 接 合 部 及 び 炉 壁 の 耐 久 性 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 ウ ー ル が セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー
で 構 成 さ れ て い る の で 、 接 合 部 に お け る 耐 熱 性 及 び 断 熱 性 を 良 好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 背 壁 １ ８ が 、 上 下 に 積 み 重 ね ら
れ た 複 数 の 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ 、 ２ １ ｅ と 、 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ 、 ２ １ ｅ の 外 周
面 に 積 層 さ れ た 耐 熱 ボ ー ド ２ ２ ｃ 、 ２ ３ ｃ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 ボ ル ト ３ １ が 、 耐 熱 ボ ー
ド ２ ３ ｃ を 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 ボ ル ト ３ １ に
よ っ て 耐 火 煉 瓦 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ 、 ２ １ ｅ を 直 接 付 勢 す る よ り も 、 ボ ル ト ３ １ に よ っ て 耐 火
煉 瓦 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｄ 、 ２ １ ｅ に 加 え ら れ る 局 部 的 な 応 力 を 緩 和 で き て 、 炉 壁 の 耐 久 性 を 良
好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 実 施 例 に 記 載 の 陶 芸 窯 １ の 炉 壁 の 構 造 に よ れ ば 、 軸 方 向 が 耐 熱 ボ ー ド ２ ３ ｃ の 外
面 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 梁 部 材 ３ ４ と 、 支 持 板 ３ ５ 、 ３ ６ に 羅 合 し て 支 持 さ れ 、 そ の 先 端 が
梁 部 材 ３ ４ に 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ た 複 数 の ボ ル ト ３ １ と を 備 え 、 ボ ル ト ３ １ を 回 転 さ
せ る こ と に よ っ て 、 梁 部 材 ３ ４ を 耐 熱 ボ ー ド ２ ３ ｃ に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る の で 、 背 壁 １ ８ を 両 側 壁 ８ 、 １ ６ に 向 か っ て 付 勢 で き 、 そ の 付 勢 力 を 自 在 に 調 整 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 陶 芸 窯 の 扉 の 構 造 が 適 用 さ れ た 陶 芸 用 電 気 窯 の 正 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 同 実 施 例 の 陶 芸 用 電 気 窯 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 の Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 、 同 実 施 例 の 陶 芸 用 電 気 窯 の 左 側 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 同 実 施 例 の 陶 芸 用 電 気 窯 に お け る 背 面 方 向 か ら 外 装 部 材 を 外 し て 表 し た 外 観 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ 中 の Ｙ － Ｙ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ … 陶 芸 用 電 気 窯 、 ２ … 焼 成 炉 、 ３ … 横 扉 、 ３ Ａ … 第 一 の 扉 、 ３ Ｂ … 第 二 の 扉 、 ３ ｂ ，
３ ｃ ， ３ ｄ ， ３ ｅ ， ３ ｆ … 金 具 、 ４ … 温 度 制 御 装 置 、 ４ ａ … 操 作 部 、 ５ … 脚 体 、 ６ ａ ， ６
ｂ ， ６ ｃ … 電 気 ヒ ー タ 、 ７ … 支 軸 、 ８ ， １ ６ … 側 壁 、 ９ … ガ ス 抜 き 孔 、 １ ０ ， １ １ … 軸 受
け 、 １ ２ … 取 手 、 １ ３ ， １ ４ … ハ ン ド ル 、 １ ５ … 支 軸 、 １ ７ … 金 属 枠 、 １ ８ … 背 壁 、 １ ９
… ウ ー ル 材 、 ２ ０ … 係 止 片 、 ２ １ ａ ～ ２ １ ｇ ， ４ ０ … 耐 火 煉 瓦 、 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｃ ， ２ ３ ａ
～ ２ ３ ｃ … 耐 熱 ボ ー ド 、 ２ ４ … 支 柱 、 ２ ５ 、 ２ ６ … 支 持 壁 、 ２ ７ ～ ３ ０ … 外 装 部 材 、 ３ ｇ
， ２ ７ ｇ ， ２ ８ ｇ ， ２ ９ ｇ ， ３ ０ ｇ … 通 気 孔 、 ３ ２ … 電 気 回 路 部 品 、 ３ １ … ボ ル ト 、 ３ ３
… ケ ー ブ ル 、 ３ ４ … 梁 部 材 、 ３ ４ ｇ … 折 り 曲 げ 部 、 ３ ５ ， ３ ６ … 支 持 具 、 ３ ７ ， ３ ８ … 耐
熱 ボ ー ド 、 ３ ９ … ナ ッ ト 、 Ｑ … 焼 成 室 、 Ｓ … 間 隙 、 ５ ０ … バ ー ナ 装 置 、 ５ ３ … ボ ル ト 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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